
（別紙３）

～ 令和７年10月末日

（対象者数） 26 （回答者数）

～ 令和8年1月26日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

• 現在行っている写真表示等の配慮を、全ス

タッフが同じ基準で作成・運用できるマニュア

ル作っていく。

• 現在のLINE活用に加え、定期的な通信やSNS

での活動公開をさらに強化し、事業所の透明性

を高めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

•「わからない」を減らすため、支援計画や会議

録を短時間で確認できるツールの活用を強化す

る。

•当番制にするなど、個人の意識に頼らない仕組

みを作る。

•個々の業務（事務、清掃、連絡調整等）をリス

トアップし、特定の職員に負担が集中しないよ

う再配置を行う。

•不安という声を解消するため、よりリアリティ

のあるシナリオを用いたシミュレーション訓練

の実施。

• LINEや連絡ノートを活用し、些細な変化や良かっ

た点まで共有する姿勢が定着している。

• 視覚的支援（写真掲示等）や個室の確保など、障害

特性に合わせた環境構成をしている。

•BCP（業務継続計画）の策定や避難訓練、ヒヤリ

ハットの共有が徹底されており、安全面への意識を高

く維持している。

• 保護者説明時に分かりやすい言葉を選び、納得感のあ

る説明を心がけている。

•活動の固定化を避け、利用者の状態に合わせた集団・

個別活動を組み合わせて提供しています。

•人員不足時などに他事業所と協力し、支援の質を維持

しようとする工夫している。

○事業所名 さぽーとnavi末広デイサービス

○保護者評価実施期間
令和7年10月15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

•支援計画の内容やモニタリング結果に対し、職員の

「わからない」という回答があるので。計画が一部の

担当者（児発管など）に留まっている可能性がある。

• 電灯の未整備や清掃の継続性など、基本的な環境整

備への意識にバラつきがある。

•業務改善に職員が主体的に関わっている実感が薄

く、組織運営が一部に偏っている可能性がある。

• 職員一人ひとりの業務負担が大きく、情報の確認や環

境整備にまで手が回らない「時間的・精神的な余裕のな

さ」が見られる。

• 誰がいつやるか」が曖昧なため、気づいた人だけが動

く、あるいは誰も動かないという状況が発生している。

事業所における自己評価総括表公表


